
9月12日・13日の2日間、1年生が

岡山赤十字病院で初めての臨地実習

基礎看護学実習Ⅰ（前期）を行いました。

1年生、臨地実習デビュー♪

病棟で、廊下を測定しました。
車椅子に乗っている患者さんにとって、
この長さはどうか？と、患者さんの
生活から療養環境を考えました。

器材室には、
なにがあるのかな？
始めて見るものが、
たくさんありました

病室のベッドに直接触りました。
患者さんの療養環境について、
触って、見て、患者さんの立場
にたって考えました。
また、患者さんに入院生活で
不便なことはないかなど
インタビューを行い、
環境調整の必要性を考えました。



臨地実習では、

入院患者の療養環境と看護場面の見学を通して

各々が、看護の役割について考え、学びました。

実習まとめの会では、75回生全員で、

個々の学びを共有し、活発な意見交換を通して

さらに学びを深めることができました。
学びの共有を行い、
個々の患者に応じた環境調整の必要性
の学びを深めることができました

患者さんに「この人なら何でも
相談できる」という信頼関係を
築くことが看護師にとって重要
であると学びました。

この2日間の臨地実習で、
1年生の皆さんは成長しました❤
11月20日からは、
基礎看護学実習Ⅰ（後期）が
始まります。
実際に患者さんに援助を行う実習
となります。
これからも、患者さんにより良い
援助が提供できるように、75回
生全員で日々頑張りましょう！！


